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【解題】
　
千葉県茂原市に所在する常在山藻
そうげんじ
原寺は、宗祖日蓮の本弟子六人
（六老僧）の一人日
にこう
向を開祖とする日蓮宗寺院（由緒寺院）である。
その所蔵する中世関係史料は、すでに『千葉縣史料中世篇諸家文書』（一九六二年三月）と『千葉県の歴史資料編中世３（県内文書２） 』（二〇〇一年三月）に全文収録済みである。ここに翻刻・紹介する「仏像伽藍記」 （以下、本史料と略す）も、 『千葉縣史料中世篇諸家文書』に収録済みである。ただそこでは、 「仏
堂4
伽藍記」として紹
介されているが、下記 如く表紙の見返しに「仏像
4
伽藍記」とあり、
それが正式な名称である。本史料は 南北朝期から戦国初期 かけての藻原寺とその周辺に関するものであ 。 「藻原寺文書」がその前後の史料を欠いており、その点 、極めて貴重な史料である。　
本史料を利用した研究には、 すでに 『茂原市史』 （一九六六年八月） 、
小笠原長和「上総藻原寺とその周辺」 （ 『中世房総 政治 文化』吉川弘文館、一九八五年十一月） 、滝川恒昭「後北条氏東上総進出の新史料―『上総藻原寺文書』につ ―」 （ 『千葉史学』十八号、
一九九一年五月） 、戸村堯澄『藻原寺史談』 （私家版、一九九七年九月） 、寺尾英智「中世日蓮宗寺院における造像活動について―茂原藻原寺の場合―」 （ 『千葉県史研究』十一号別冊「中世特集号中世の房総、そして関東」 、二〇〇三年三月） 、拙稿「上総藻原郷・二宮庄・藻原寺の中世的展開―寺院・都市・城郭―」 （ 『千葉城郭研究』九二〇〇八年九月）などがある。ただ部分的な利用に留まり、特に本格的に利用した研究は、寺尾論文と拙稿に限られている。 で利用した際、その全体的な検討の必要性 より厳密な翻刻の必要性を痛感した次第である。ここで、改めて全文翻刻する所以である。　
なお、 『千葉縣史料中世篇諸家文書』に収録された本史料は、現
在巻子本一巻に纏められているが、 の表紙の見返しに「昭和弐年七月命於椿南堂蠹魚ノ侵害ニ遇ヒ一隅以テ挙クルニ不堪断片ヲ集メ此一巻ヲナス名ケテ当山仏像伽藍記トナシ修理セシメ置リ
  藻原山
七十四世久遠院養寿日忍（花押） 」とみえ、昭和二年（一九二七）七月に貫首日忍によって修理され ことが分かる。日忍は、 『藻原寺史談』 よれば、荒居氏姓で藻原寺諸堂などの再建に奔走し 昭和七年に東京谷中大行寺に退隠したという。 日忍は、 退隠を前に 「藻原山山宝寺什宝明細簿」を作成するなど、寺宝の格護に意を注いだ
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貫首であった。大正十五年（一九二六）四月七日に日蓮宗宗宝調査会（稲田海素・昇塚清研・影山堯雄他）によって調査され、日蓮宗の「准宗宝」に指定されたうえでの修理であったと思われる。巻子本の表紙には、題箋「藻原寺仏像伽藍記」 、什宝番号「百号
荒居
」 、
宗宝調査会のラベル「准宗宝」が貼付されている。　
ところで、表紙の見返しからも表装以前の状態が「断片」の状態
であったことが知られる。その点をふまえて『千葉縣史料中世篇諸家文書』は、 「一巻、もと袋綴の冊子であっ らしく、紙の中央折り目がある。今は断簡六 を存するだけ 、その継ぎ方には、誤りがあるのか、つづかないところがある。それゆえ、原本通りの字詰とし、一紙毎に上部に
（　）に番号をつけ、紙継目を……で示し、
折り目を』で示した。内容は、藻原寺（妙光寺）并に長生郡地方の中世の事情 示すもので、永正十三年 書写と考えられる」という解説文を付したので った。ここでも、それに準じて
（　）と』は同
様に付した。　
その意味で、本史料は、㈠～㈥で構成されている。ただ㈠から㈤
までは同筆で、
㈥
のみ異筆である。㈠～㈤は、㈢に「永正十三年
丙子
五月十四日沙門太輔阿日匠（花押） 」とみえ また㈤に「某日匠重而為末代写之而已」とみえる で、ほぼ永正十三年段階に書写されたものと考えられる。その点、㈥は後欠であるが、 「永正十四年四月八日」 記載があるので、それ以降とみられる。ま 妙光寺当貫主日泰」とみえる日泰 、 『藻原寺史談』によれば 中興の開山」といわれ、 「享禄四年 （一五三一） 四月十四日遷化」したという。下限は、それ迄というこ になろうか　
さて、これらの筆者であるが、㈠から㈤までの筆者は、㈢に「沙
門太輔阿日匠（花押） 」とみえ、また㈤に「某日匠」とみえる太輔阿闍梨日匠とみて間違いない。日匠は、その他の事蹟が知られず、また藻原寺の歴代としても確認されていない。その日匠が書写した㈢は、 「宝徳四年
壬申
二月四日寅剋
　
法印日証
在御判
」とある「日証聖
人御直筆」本であった。それは、永正十三年当時「藻原妙光寺御座したのであった。この 證は、 『藻原寺史談』によれば、 「第七世日証上人は称光と号し、房州小松原鏡忍寺の歴代である。当山宝庫上人書写の一部経が残っている。宝徳四年（一四五二）二月四日遷化」という。その没年 先の執筆年月日と同じなのは、そ ったものであろ か。　
また㈣に続く㈤に「私云、此正本
ハ
日然筆也、以後
　
日胤聖人御
代
仁
為末代新正歟、律師日顕
ケン
令写之畢、新旧二本共
ニ
妙光寺御座也、
某日匠重而為末代写之而已」とみえ、日匠が日然本を書写した日胤の代の 顕本を再写したことが分かる。 『藻原寺史談』は、この日然を江戸時代の「二十一 日然」 （日年）に比定 ているが、この日然は、㈠の侍従日然、㈡の侍従阿日然と同人にして、康永二年（一三四三）六月二十九日に弘安二年（一二七九 四月八日付日蓮曼荼羅本尊を奉写した人物である。日胤は、 『藻原寺史談』には「第八代日胤上人
　
寛正六年（一四六五）九月二十七日遷化」とみえる
ので、日然はそれ以前の人物ということになるが、その他所見がなく不明 ある。その他、日胤の代に再写した日顕は、 『藻原寺史談』によれば、応永から寛正年代にかけて末寺創建 活躍した 物 いう。とす 年 的にも日胤に呼応する ということになる。　
すなわち、これらの「断片」は、㈥は不明ながら、南北朝期の日
然、室町期の日証・日顕 戦国初期の日匠ら 藻原寺 僧侶が書写
41
上総藻原寺所蔵「仏像伽藍記」（佐藤）
を繰り返してきた産物であった。現在「御筆藻原妙光寺御座也」とか「新旧二本共
ニ
妙光寺御座也」とか呼ばれたものが、伝存しない
ことを考えると、 「断片」とはいえ、書写が大きな役割を果たしたのであった。特に現在本史料以外に痕跡をまったく残さない日匠の役割が大きかったことが窺われる。 その日匠には、 太輔阿エノサワ」という傍注がある。榎沢氏こそ、㈣で知られる藻原寺の「檀那」といわれた榎沢孫太郎範綱＝藤原範綱の子孫であろう。 こ 段階まで、榎沢氏は、僧俗で存在していたのであった。これ 、本史料にも、まったく姿をみせない藻原寺の開基 される斎藤兼綱の問題と併せて注目される点である。これらの点については 前掲拙稿「上総藻原郷・二宮庄・藻原寺の中世的展開―寺院・都市・城郭― で不十分ながら検討した。併せて御参照頂ければ、幸い る。　
なお、本史料の翻刻に際しては、藻原寺の御配慮と簗瀬裕一・坂
井法曄両氏の御教示を頂いた。併せ記し拝謝す。
            
【史料翻刻】
（前欠）㈠
□（午カ）
時許、御堂
ヘ
御入也、依為時番衆、侍従日然
　
自下陳内陳仏檀
ノ
上
ヘ
取上奉
リテ
、大聖等
ノ
具足
ヲ
シ
　
付奉也
云
云
　
四菩薩
ノ
料足事、十六貫文也、木作、肉髻水精、□
（輪カ）
　
光、御目玉共
ニ
十六貫也、惣
シテ
上下
ノ
員
ト
共
ニ
廿貫文許也、
　
塗師・薄師事
　
上総国一宮荘社僧豊前公
康
応永
二年二月十九日
　　
約束也、十六貫文
ニ定也、
　
二尊御入マシ次第事并役人事
一四菩薩荘厳等事　　
康永二年
癸未
三月六日始、同五月四日
ニ
其功畢、
一仏師上総国一宮荘内宮本豊前・同弟子　
助・同讃岐三人
シテ
奉荘厳之、
一料足事、薄塗計也、十貫、一絹青一貫文 一五百文仏師
豊前
一二百文
　
助房、一百文
　
銀
　
座料
一二百文
　
下地布
一中尊打物事　
大檀那深渕弥次郎殿範通奉作之給也、
　
銀金細工
　
康永二年
癸未
六月廿八日根本五
藤原氏
郎太郎
　
吉胤奉作之、六月廿九日晦日始之、
　
同子息根本六郎二郎正氏二人
シテ
奉作之、但
㈡打物題目
ノ
本
ハ
以弘安二年
大才己卯
四月八日御本尊
於
　
六月廿九日所奉写之也、侍従阿日然奉写之、
一御殿入次第事、日記有之、十月八日也、延年　
大衆・殿原左右楽屋
ニテ
勤之者、同日供養
　
有之、
　
当寺別当奉供養之、後
申、
ニ
移之、
　
妙光寺別当
　（花押）
一追鐘次第事、　
入銭、雖八十貫定
ト
、九十貫文也、
　
貞和二年
丙戌
十月六日土形取初祝在之
　　　
』
42
人文社会科学研究　第17 号
　
同月廿五日夜タヽラ祀、
　
祝有之、同廿六日
　
銭ツモリ、同月廿七日雖定之、甲乙人
鎮
多間、
　
依合期、次日廿八日
ニ
未剋奉鋳之、同日酉剋鋳也、
　
鐘（錘）
木当
一ワニ口事、
　
同卅日奉之、鋳師両大工也
刑部郷内度解郡内
　
鐘桜堂斧
オノ
初十一月五日柱石スヘ、同廿日柱
　
立、同廿二日廿三日、同十二月 フク也、
　
ム（私ヵ）
鐘
ニ
彫付候刑部郡内針谷郷住人広
（ママ）
広綱
　
　　
土解郡内堀内郷住人法名沙弥
  
㈢申置法門条々事一日弁邪義
ハ
先年日証罷出
テヽ
経文・御書釈
ニテ
　
悉申詰於当山、十如是自我偈題目此経難持
　
唱
ヘ
畢
テ
帰
ルトテ
、日弁開山已来弘通方便品
ヲ
任正
　
里（理）
、日証唯今弘通申初
メ
畢
ヌ
、末代
ニ
心有
ラン
人弘通可
　
被申事
ハ
日証弘通
ノ
余慶可
ト
為申留
テ
帰
リ
畢
ヌ
、此義
　
能々弘通
ノ
人
ハ
腹
ニ
カケ□
（テ）
持可被申也、
一比企谷本尊印相事　
為
ト
身延山所願計也、但兎
モ
角
モ
身延山
ノ
御義
ニ
任可被申也』
　　
宝徳四年
壬申
二月四日寅剋
　　 　　　 　 　
法印日証
在御判
　　
私云以日証聖人御直筆謹而奉書写之、
　　
御筆藻原妙光寺御座也、
　　
永正十三年
丙子
五月十四日沙
太輔阿門日匠（花押）
㈣妙光寺造栄事　
嘉暦二年
才次丁卯
正月三日事始、同二月三日
　
柱立、同三月三日棟上、同後九月十一日造
　
進畢、此道場者先師旧処也
仁
藤
　
原範綱重改旧処也、并一結合力所令造
　
進也、嘉暦二年
才次丁卯
後九月日
　　 　　
時檀那榎沢孫太郎範綱
　　 　
時貫首常蓮律師日秀
　　　　　　
』
　
四天造立事
   大檀那深渕弥次郎範通
　
文和二年
癸巳
七月廿二日、御衣木自木佐良
　
津至
到歟
来
未剋
、淡路法橋七月廿八日至
到歟
来、
　
同御衣木
　
加持事
　
同自廿三日至廿九日、
　
朝夕勤行、有参籠、小弐殿
　
筑前殿
　
日形
　
四天事始事
　
雑掌在之、
　
七月廿九日卯時也、此日雨フル、
　
上小弐殿
　
卿阿
　
助阿
　
上野阿
　
深渕弥次郎殿
　
又河内
三郎殿
　
大進阿
　
対馬公
　
筑前公
　
尾張公
　
能登公
  理公
　
筑後公
　
常陸公
㈤伊予
　
日形
　
湯浅孫二郎
　
小法師兵部阿
後来
　
治部阿
後来
　
原殿
後来
　
豊後
後来
　
四天細ケツリ淡路法橋子息上総房
後来
　　
踉リヤウヤクタメラウ
　　　
認
トムル
　　
シタヽムル
　
私云、此正本
ハ
日然筆也、以後
　
日胤聖人御代
仁
為末代
　
新正歟、律師日顕
ケン
令写之畢、新旧二本共
ニ
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妙光寺御座也、某
太輔阿エノサワ日匠重而為末代写之而已、
㈥永正八年
辛未
十一月二日夜大地震アツテ
　
藻原
ノ
大堂并御影堂等悉ユリクツス、其
　
時当貫首日泰
ハ
前年永正七年
ニ
位
ヲ
相続アツテ
　
次年五月五日
ニ
身延
ヘ
御参□御下向
ノ
□（時ヵ）
浜村
ニテ
　
地震
ニ
値御座
ス
、如此藻原
ヘ
御着有
テ
□□年
　
内
アリ
、次年壬申
ノ
春御屋方
（形）
［
　　　
］
　
御座
ス
、
　
同永正
十三
年丙子四月八日御影［
　　　　　　　　
］
　
同年五月八日
ニ
日禅
（ママ）
聖人
ノ
御代
ノ
［
（頃カ）　　　　　　　
］』
　
御代
ニ
千葉殿
ヨリ
取ラレ玉フ鐘、三［
（上ヵ）　　　　　　
］
　
取ア井
ノ
時、コウサカノ要害ヲ［
　　
　　　　　
］
　
其時、日清祝言
ニ
罷越、此
ノ
鐘［
　　 　　　
］
　
無疑当寺之鐘
ノ
□有
テ
五月［
　　　　　
］
　
明
ル
九日七
ツ
比
ニ
引付申、奇
希
代不［
　　　　　　　
］
　
上
ニ
有之／＼
一永正十四年四月八日済藤次郎右衛門於［
　　　　
］
　
房州東条殿所持御影・御自筆
ノ
一部一巻
ノ
御経［
　　
］
　
カ井トリ奉納当寺、妙光寺当貫主日泰
一同年三上真里谷
ノ
取
リ
ア井
ニ
付
テ
真里谷
ヨリ
早雲衆ヲ
　（後欠）
写真　㈥
